








































































































































































マ イ ノ リ テ ィ
に権利を！」という横断幕を掲げて，1時間以
上かけてデモ行進をした。目的地，マリシートの居留地では，手作りの温かいスープとパン
が振舞われ，心のこもったもてなしを受けて，参加女性たちは楽しいひとときを過ごした。
今回はアフリカ，フランス語圏からの難民や留学生も招待されていて，ランチョンの席でふ
るさとの話が披露され，女性たちに共通する地球規模での様々な問題が共感を持って語り合
われた。どの文化においても女性たちの方が他の文化に対してよりオープンだという説があ
るが，なるほどと納得できるシーンであった（写真21,22,23,24,25）。
さて，こうしたサミットは女性たちに限らず，若者たちのものもあり，今回は新たにシニ
ア・サミットも設けられた。
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その他〉
モンクトン大学エドマンズトン校キャンパスには広報用に様々なブースが設けられ，そこ
ではマルチメディアを駆使して映像などによる情報発信が行なわれていた。たまたまそこを
訪れていた時，アカディアの代表的な芝居，アントニン・マイエ作の「ラ・サグウィン（La
Sagouine）」（11）を数十年にわたって演じてきた女優，ヴィオラ・レジェ（ViolaLeger）の
ラジオ・インタビューが行なわれていた（写真28）。23日にはアメリカ側のフォート・ケン
ト（FortKent,ME）にあるメイン州立大学フォート・ケント校の講堂でその芝居が実際に
上演された。チケットはすぐに売り切れ，立ち見もでる騒ぎになった。そこでは実在の女優
レジェは舞台上の人物，サグウィンと完全に一体化していた。聴衆は腹を抱えて笑ったり，
泣いたり，いつの間にやら，みな舞台の世界に引き込まれていた。かつて，アカディア女性
のシンボルはエヴァンジェリンだったが，今ではサグインがそれにとって代わる勢いである
（写真27）。
閉会式〉
こうして，2週間に及ぶ各地での様々な催しが終わり，8月24日カナダ，ケベック州のテ
ミスクワタシュルルラックで閉会式が行なわれた。湖上に船を浮かべ，来賓たちが船上
から岸にいる観客に向かって挨拶をするという予想外の趣向で参加者は大いに驚かされた。
船の横には先住民マリシートのカヌーも登場し，彼らのやり方で参加していた。式が終わる
と，湖岸の公園へと舞台は移り，最後の大スペクタクルが始まって，主だったミュージシャ
ン，アーティストが再び一堂に会して歌い，踊り，演奏し，聴衆と一緒になって最後の時を
楽しんだ（写真29,30,31,32）。5～6時間に及ぶイベントが終わり，人々は名残を惜しみな
がら，ケベックへ，ニューブランズウィックへ，国境を越えてメイン州へ，ルイジアナ州へ，
さらには海を越えてフランスへと戻っていった。
3
今回の「世界アカディアン会議2014」の特徴は，何といっても
1． 国境，州境をまたいで様々な行事や活動が各地のコミュニティで実施されたことであ
ろう。後になって線引きされた国境や州境が，どのようにこの集団の文化を分断し，変
容させたかが如実に明らかになる。その顕著な例は言語にみられる。もともとアカディ
アンの母語はフランス語なのだが，アメリカ合衆国側，メイン州の住民たちやルイジア
ナ州のケイジャンたちにとっては，英語が彼らの言語となってしまっている。一方，カ
ナダ，ケベック州の住民はフランス語のまま，またニューブランズウィック州の人々は
多くが両言語使用者となっている。今回は，行事やイベント会場ごとに使用言語が異な
り，人々はそれに合わせる形で柔軟に対処していた様子が印象に残る。
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2． 次第に変化しつつある先住民との関係が，行事などで一層目に見える形で強調される
ようになってきており，人々がそのことを自然に受け入れるようになってきている。今
回は近隣の先住民がミクマックではなくマリシートで，人口が少ないこともあってだろ
うか，スムーズな共生のありようが目についた。
3． アカデミックな研究部門が充実度を増し，そうした部分の役割が大きくなっている。
後半に開催された森林資源と自然保護の問題，開発と経済の問題，さらにはエネルギー
問題の会議も注目されていた。
4． 音楽シーンでは新たに若いアーティスト達が多く育っていて，音楽の傾向もこれまで
と少し変化している。特にケベックと先住民の若いミュージシャンたちはラップを多く
取り入れており，若者たちに好評を博していた。ただ，ザッカリー・リシャールは，ア
カディアン／ケイジャン文化のアイコン（12）として異彩を放っていた。イーディス・バ
トラ （ーEdithButler）もまた，第1回目からアーティストの中心的な存在として，健
在ぶりが光った。また，何十年にもわたり「サグウィン」役を演じている女優ヴィオラ・
レジェは，コンサートにも登場して，その活躍ぶりが今回は強く印象に残った。
5． ルイジアナからの参加者がやや少なかったせいか，食文化やケイジャン音楽，ダンス
に精彩を欠いていたのが気にかかった。ただし，ルイジアナをはじめ，フランスやニュー
イングランドなど他地域のアカディアン・コミュニティの紹介テントやブース，レスト
ラン，特設舞台の会場が，今回の中心地域マダワスカからかなり離れたカナダのグラン
ドソールト（Grand-Sault）という町だったため，人々が足を伸ばしにくかったという
物理的事情も関係していたかもしれない。ちなみにここはExpoMondeと呼ばれて，
国際的なショーケースの場としての役割を担っていた。
6． 8月15日の聖母被昇天の祝日には，一万人を超える人々が国境の橋を渡って，特別
な行事「タンタマール」に参加，大変な盛り上がりを見せた。この行事は回を重ねるご
とに規模が拡大していくように思える。教会の存在もこの時には可視化する。
7． モンクトン大学エドマンズトン校キャンパスには，マルチメディア・パビリオンが設
けられ，情報化社会の最先端技術を駆使して，「世界とつながる」という数々の実験的
な試みが行われていた。情報化の進む社会では，これまで顧みられることのなかった周
縁的な地域からも，様々な情報発信が可能となり得ることを明らかにした。
こうして第5回目の「世界アカディアン会議2014」は盛会のうちに幕を閉じた。会期中
の参加者はのべ20万人を数え，関係機関の試算では，この行事の地域に及ぼす経済的効果
は全体で2,840万ドルにのぼったとの数字が出ている。この「会議」が観光の呼び水となっ
て，地域振興に大いに役立っていることは，指摘を待つまでもなく明らかであろう（13）。
だが，無論その一方で今後の課題も見えてきて，会議終了後そのことが大いに論じられた。
論点の一つは，次第に「会議」の規模が大きくなって，人々やコミュニティの活性化につな
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がるのはよいことなのだが，開催地の負担が増していることも事実であるということ。マイ
ノリティ集団としてカナダやアメリカ社会からその存在を認められるようになり，もはやそ
の存続に問題がないと思われる今日，この「会議」の意義や役割，必然性はなくなったので
はないかという声も少なからず出てきている。
しかし，大激論の末，次回（第6回）の世界アカディアン会議は2019年，カナダ，プリ
ンス・エドワード島を中心として開催されることに決定した。これで「世界アカディアン会
議」は2回目のルイジアナを除いて，アカディアンの「故郷」，そして現在もアカディアン
が最も多く暮らしている地域，カナダ沿海諸州の各コミュニティを一巡することになる。
参加していて不思議に思ったことがある。1980年代，この「会議」の企画が進んでいた
頃，重要なテーマだった「アカディアン〉とは誰のことか」という古くて新しい問いが，
近年話題にもならなくなったことである。これは何を物語るのだろうか。今回の「会議」の
ホストであったエドマンズトン，マダワスカ地域の住民は，1755年に「大追放」された
「アカディアン」のリストに載っていない姓名の人が多く，以前は，狭義では，アカディア
ンの範疇に入っていなかった。事実，彼らはブレヨンと呼ばれて，異なるアイデンティティ
と独自の文化を持つと認識されていた（14）。だが今回，その地域の住民が「アカディアン会議」
の企画の中心となり，ホストとなって，成功を収め，内外から評価されている。このことは，
「アカディアン」という言葉の定義がより広い意味で用いられるように変化してきていると
考えざるをえない。やはり，排除ではなく寛容で，外に開いて包摂すること（inclusive-
ness）によってこの社会は生き延びてきたのではないだろうかと再認識させられる。「アカ
ディアン」の再定義も，「会議」の今後とともに論じられるべき時なのかもしれない。
謝辞
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は，アカディアの友人たち，中でもLiseOueletteおよびその家族に大へんお世話になった。アカディ
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註
（1）「世界アカディアン会議2014」のテーマは「大地と森林のアカディア」（Acadiedesterreset
forets／AcadiaoftheLandsandForests）であった。
（2） カナダのニューブランズウィック州，ケベック州と，アメリカ合衆国メイン州との間に国境が
定められたのは，1842年のウェブスターアッシュバートン（Webster-Ashburton）条約によっ
てである。それまでセント・ジョン川の両岸に住み，自由に往来していた人々は，以後異なる国
家に属することになった。しかしそれほど広くない川を超えての行き来は比較的自由でずっと続
き，192030年代，アメリカ合衆国の禁酒法時代には，多くの人がお酒の密輸（smuggling）に
関わったと伝え聞く。
（3） アカディアンのこの悲劇については，数多くの歴史書や詩や小説，絵画などにも描かれてきた。
―158―
H.W.ロングフェローの長詩『エヴァンジェリン』は中でも最も有名であろう。ここでは近年話
題になった歴史書を2点紹介しておく。
N.E.S.Griffiths,From MigranttoAcadian:ANorthAmericanBorderPeople16041755
（Montreal／Kingston,2005）.
JohnMarkFaragher,AGreatandNobleScheme:theTragicStoryoftheExpulsionofthe
FrenchAcadiansfromTheirAmericanHomeland（N.Y.,2005）.
また，大矢タカヤス『地図から消えた国，アカディの記憶』（書肆心水，2008）は，『エヴァン
ジェリン』の新訳とアカディアンの歴史を叙述した秀逸の書。
（4） 初めてアカディアンの存在を知ったのは，1979年，メイン州立大学オロノ校で，セント・ジョ
ン川渓谷から学びにきていた ・ケベコワではない・フランス系カナダ人と名乗る学生グループと
出会った時である。興味を抱いて3年後，カナダ・ニューブランズウィック州，モンクトンにあ
るモンクトン大学アカディアン研究所に足を踏み入れて以来，今日まで2～3年毎にアカディア
ン・コミュニティを訪れて，その様子を観察してきた。アメリカ合衆国，ルイジアナ州には
1989-90年，2003-04年と長期滞在し，ケイジャン・コミュニティの調査を行ない，北のアカディ
アンとの比較研究を行なってきた。
（5） 太田和子「「世界アカディアン会議」とアカディアン・アイデンティティ」森川眞規雄編,
『先住民，アジア系，アカディアン 変容するカナダ多文化社会 』（行路社，1998）pp.99
112.
（6） 太田和子「「世界アカディアン会議2004」とノヴァスコシアのアカディアン・コミュニティ」
『共立国際文化』23,共立女子大学国際文化学部 2006 pp.87106.
（7） OfficialProgram.CMA2014,www.cma2014.com
（8） 同上
（9） JoelBeliveau,Le《moment68》etlareinventiondel・Acadie（Ottawa,2014）.
（10） AlbumSouvenir,Congresmondialacadien2014,Nov.2014.
（11）「ラ・サグウィン」の一部が浅井晃氏によって翻訳され，『アカディア女サグイン』と題して，
メイプルリーフ・シアターによって上演された。（第32回カナダ文学会年次大会，2014年6月
名古屋，中京大学）
（12） PatriciaJusteAmedee,ZacharyRichard:aulargeducapenrage（LesIntouchables,2004）.
（13） ・OtherNewsTheCMA2014endsonapositivenote!・www.cma2014.com
（14） 太田和子「現代の創世神話」川田順造・福井勝義編『民族とは何か』（岩波書店,1988）pp.
180181.;太田和子，「アカディアンのエスニシティと民族間関係 ニューブランズウィックで
の調査より 」綾部恒雄編『カナダ民族文化の研究』（刀水書房，1988）pp.8384.
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1．カナダ，N.B.州エドマンズトンの風景 煙を出しているのは製紙工場（2014.8.8）
2．「世界アカディアン会議」の開会式を待つアカディアンの家族（2014.8.8）
赤白青の三色に星の入っているデザインはアカディアの旗を表している。
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3．開会式での来賓のスピーチ（2014.8.8）
4．開会式に参加している人々（2014.8.8）
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5．「世界アカディアン会議」開会式での伝統的なアカディアンのダンス（2014.8.8）
6．「世界アカディアン会議」開会式での隣人先住民マリシートのダンス（2014.8.8）
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7．アカデミック会議での，ザッカレー・リシャールによるプレゼンテーション
モンクトン大学，エドマンズトン・キャンパスにて（2014.8.14）
8．アカデミック会議でのエルメネジルド・シアッソンによるプレゼンテーション
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9．カナダ，N.B.州とアメリカ合衆国メイン州の国境検問所
10．国境のセント・ジョン川にかかる橋の前で待つ人々
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11．タンタマールの行列に参加する人々 メイン州マダワスカのメイン・ストリート（2014.8.15）
12．タンタマールの行列に参加する人々
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13．タンタマールの行列に参加する人々
14．タンタマールの行列に参加する人々
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15．タンタマールの行列に参加する人々
16．タンタマールの行列に参加する人々
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17．ウワレット一族のファミリー・リユニオン（2014.8.16～17）
18．壁に貼り出されたファミリー・リユニオンのプログラム（英語とフランス語）
19．ファミリー・リユニオンの幹事たち
20．ファミリー・リユニオンでの行事
教会の聖職者を招いてのミサ
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21．「女性サミット」の全体会 エドマンズトン，N.B.にて（2014.8.17～19）
22．「女性サミット」後のデモ行進「マイノリティの権利を守れ！」
エドマンズトンにて（2014.8.19）
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23．先住民マリシートの居留地（MadawaskaMaliseetFirstNation）の入り口
24．先住民マリシートから歓迎の浄めを受ける「女性サミット」参加者たち
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25．先住民マリシート居留地での昼食会
26．アメリカ合衆国メイン州からセント・ジョン川の向こう岸カナダ，
N.B.州エドマンズトンのカトリック教会をのぞむ
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27．アカディアン女性のシンボル，エヴァンジェリンorサグイン?
28．アカディアで最も有名な舞台俳優ヴィオラ・レジェへのラジオ・インタビューのシーン．
モンクトン大学エドマンズトン・キャンパス，マルチメディア・パビリオンでの広報用ブースにて
共立 国際研究 第34号（2017）
―173―
29．カナダ・ケベック州テミスクワタの湖上で行われた閉会式の模様
30．閉会式後の大スペクタクル（コンサート）で演奏するミュージシャンたち
ケベック州テミスクワタシュルルラックの公園にて（2014.8.24）
―174―
31．代表的なアカディアン・ミュージシャンたち
ロック・ヴワジン，イーディス・バトラー
32．大スペクタクルのフィナーレ 5年後の再会を願って（2014.8.24）
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TheChangingAcadianCommunity:
NotesontheCongresmondialacadien2014
KazukoOhta
Thispaperisabriefreportandsomethoughtsonthe5thCongresmondialacadien,
whichwasheldinthesummerof2014,intheso-caledMadawaskaregion,orSt.John
valeyarea.
Whentheideaoftheplaceforthesitefirstcameup,somepeoplewereseriously
concernedabouttheplausibilityoforganizingitbecauseoftheuniquesetting.It
involvednotonlytwoprovincesofCanada,butalsoonestateoftheU.S.A.,which
meantthatitwouldbeliteralyan・international・Congres,andthatcouldcauseal
kindsoftroublesanddifficultiesintheorganizingprocess.Fortunately,thosetroubles
anddifficultieswereovercome,anditturnedouttobearealyunique,excitingand
successfulCongress.
JustlikeformerCongresses,itopenedoneweekbeforel・Assomptionday（August
15）andclosedoneweekafter.Duringthistwoweekperiod,variouskindsofevents
suchasceremonies,concerts,academicconferences,summits,familyreunions,outdoor
sports,plays,exhibitionsetc.tookplaceinEdmundston（NB）,Madawaska（ME）,
Temiscouata（QC）and50othersmaltowns,vilages,andcommunities.Theofficial
program itselfwascomprisedofover100pages,justtolistupandintroducethose
events.Ontheoccasionoftintammare,tenthousandpeopleenjoyedwalkingthe
street,wavingtheAcadianflag,makingnoise,wearingstrangecostumes,andthis
time,evencrossingthenationalborder!
Itisestimatedthatover200thousandpeoplevisitedthisareaandattendedvari-
ousprograms,andabout28.4miliondolarswenttothisregionduringthistime.
Financialy,itwasagreatsuccessandrevitalizedthisregionof・landsandforests・.
Acadiansarenolongerasmalminoritygroupfightingfortheirsurvival.Theyhave
securedtheirplaceinsociety,livingpeacefulywithneighboringethnicsandfirst
nationpeoples,andconnectingwiththeouterworldusingsophisticatedmulti-media
informationservicesandtechnology.Acadiansseemtobeevermoreopenandinclu-
siveintheirattitudes,whichseemstobethekeytotheirsuccessful・survival・.
